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(57)【要約】
　2つの無線を備えるワイヤレス端末中のアンテナ選択
のためのシステムおよび方法が提供される。第1および
第2のアンテナを使用して受信された信号が、第1および
第2のプロトコルに従い、第1および第2のモデムによっ
て復調される。第2のアンテナと第2のモデムとの間の受
信経路は、第1のプロトコルに従う信号を受信するため
に制御することができる。第2のアンテナを使用して受
信された信号を第1のプロトコルに従って復調すること
の性能測定値が決定される。性能測定値は、第2のモデ
ム中のミラーモジュールを使用して、または第1のモデ
ム中のサーチモジュールを使用して決定することができ
る。第2のアンテナを使用することについての性能測定
値が、スイッチングが第1のモデムの性能を改善するこ
とになるようなものである場合、第1のモデムが第2のア
ンテナを使用して受信された信号を復調するように、ワ
イヤレス端末がアンテナをスイッチングする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス端末中で使用するための回路であって、前記ワイヤレス端末が、第1のアン
テナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用する第2の受信信号を受信する
ことと、前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使
用する前記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能であり、前記回路が
、
　第1のプロトコルに従う前記第1の受信信号を復調し、前記第1のプロトコルに従う前記
第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するように構成される、第1のモ
デムモジュールと、
　第2のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調するように構成される、第2のモデム
モジュールであって、前記第1のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調することの第
2の性能測定値を決定するように動作可能なミラーモジュールを備える、第2のモデムモジ
ュールと、
　前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させ、前記第1の性能測定値および
前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中の前記第1の受信信号を復調する
性能をスイッチングが改善するようなものであるときに、前記第1の受信信号と前記第2の
受信信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるか
の前記スイッチングを引き起こすように構成される制御モジュールと
を備える、回路。
【請求項２】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の受信
経路を制御して、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するようにさらに構成され、一
方前記ミラーモジュールが前記第2の性能測定値を決定する、請求項1に記載の回路。
【請求項３】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の前記
受信経路を制御して、前記第2のモデムモジュールにより提供される通信上の影響に基づ
いて選択される時間において、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するようにさらに
構成される、請求項2に記載の回路。
【請求項４】
　前記ミラーモジュールが、無線アクセス技術間ハンドオーバについての測定を実現する
ようにさらに構成される、請求項1に記載の回路。
【請求項５】
　前記制御モジュールが、前記第1の性能測定値を閾値と比較し、前記第1の性能測定値が
前記閾値未満であると決定した後、前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定
させ、前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール
中の前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチングが改善するようなものである
ときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前
記第2のアンテナを使用して受信されるかの前記スイッチングを引き起こすようにさらに
構成される、請求項1に記載の回路。
【請求項６】
　ワイヤレス端末中で使用するための回路であって、前記ワイヤレス端末が、第1のアン
テナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用する第2の受信信号を受信する
ことと、前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使
用する前記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能であり、前記回路が
、
　第1のプロトコルに従う前記第1の受信信号を復調し、前記第1のプロトコルに従う前記
第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するように構成される第1のモデ
ムモジュールであって、前記第1のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調することの
第2の性能測定値を決定するように動作可能なサーチモジュールを備える、第1のモデムモ
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ジュールと、
　第2のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調するように構成される、第2のモデム
モジュールと、
　前記サーチモジュールに前記第2の性能測定値を決定させ、前記第1の性能測定値および
前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中の前記第1の受信信号を復調する
性能をスイッチングが改善するようなものであるときに、前記第1の受信信号と前記第2の
受信信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるか
の前記スイッチングを引き起こすように構成される制御モジュールと
を備える、回路。
【請求項７】
　前記第2の受信信号のサンプルを記憶し、前記第2の性能測定値を決定することに使用す
るため、前記記憶されたサンプルを前記サーチモジュールに供給するように構成されるサ
ンプルバッファをさらに備える、請求項6に記載の回路。
【請求項８】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の受信
経路を制御して、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するようにさらに構成され、一
方前記サンプルバッファが前記第2の受信信号の前記サンプルを記憶する、請求項7に記載
の回路。
【請求項９】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の前記
受信経路を制御して、前記第2のモデムモジュールにより提供される通信上の影響に基づ
いて選択される時間において、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するようにさらに
構成される、請求項8に記載の回路。
【請求項１０】
　前記サーチモジュールが、現在は前記ワイヤレス端末をサービスしていない基地局から
受信された信号を評価するようにさらに構成される、請求項6に記載の回路。
【請求項１１】
　前記制御モジュールが、前記第1の性能測定値を閾値と比較し、前記第1の性能測定値が
前記閾値未満であると決定した後、前記サーチモジュールに前記第2の性能測定値を決定
させ、前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール
中の前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチングが改善するようなものである
ときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前
記第2のアンテナを使用して受信されるかの前記スイッチングを引き起こすようにさらに
構成される、請求項6に記載の回路。
【請求項１２】
　ワイヤレス端末中のアンテナスイッチングを制御するための方法であって、前記ワイヤ
レス端末が、第1のモデムモジュールおよび第2のモデムモジュールを含み、前記第1のモ
デムモジュールが第1のアンテナまたは第2のアンテナを使用して受信された信号を復調す
るように動作可能であり、前記第2のモデムモジュールが前記第1のアンテナまたは前記第
2のアンテナのうちの他方を使用して受信された信号を復調するように動作可能であり、
　前記第1のモデムモジュールを使用して、前記第1のアンテナを使用して受信された信号
を復調するステップであって、第1のプロトコルに従って実施されるステップと、
　前記第1のアンテナを使用して受信された前記信号を復調するステップの第1の性能測定
値を決定するステップと、
　前記第2のモデムモジュールを使用して、前記第2のアンテナを使用して受信された信号
を復調するステップであって、第2のプロトコルに従って実施されるステップと、
　前記第2のアンテナを使用して受信された信号を復調するステップの第2の性能測定値を
決定するステップであって、前記第2の性能測定値が、前記第1のプロトコルに従って実施
された復調するステップについてである、ステップと、
　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいかどうかを決定するステップ
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と、
　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きい場合、前記第2のアンテナを
使用して受信された信号を復調するように前記第1のモデムモジュールをスイッチングす
るステップと
を含む、方法。
【請求項１３】
　前記第1の性能測定値が閾値未満であることを決定するステップをさらに含み、前記第2
の性能測定値を決定するステップが、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であることを
決定するステップの後に実施される、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第2の性能測定値を決定するステップが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモ
ジュールとの間の受信経路を構成し、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するステッ
プと、前記第2のモデムモジュールを使用して前記第2の性能測定値を決定するステップと
を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第2の性能測定値を決定するステップが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモ
ジュールとの間の受信経路を構成し、前記第1のプロトコルに従う信号を受信するステッ
プと、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の前記受信経路からの前記
信号のサンプルを記憶するステップと、前記第1のモデムモジュールおよび前記記憶され
たサンプルを使用して前記第2の性能測定値を決定するステップとを含む、請求項12に記
載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス端末中で使用するための回路であって、前記ワイヤレス端末が、第1のアン
テナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用する第2の受信信号を受信する
ことと、前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使
用する前記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能であり、前記回路が
、
　第1のプロトコルに従う前記第1の受信信号を復調し、前記第1のプロトコルに従う前記
第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するための手段と、
　第2のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調するための手段であって、前記第1の
プロトコルに従う前記第2の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するための
ミラーモジュールを備える、手段と、
　前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させること、および前記第2の性能
測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信
信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるかのス
イッチングを引き起こすことを含む前記ワイヤレス端末の動作を制御するための手段と
を備える、回路。
【請求項１７】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第2のアンテナと前記第1のプロトコ
ルに従う信号を受信するための前記第2の受信信号を復調するための前記手段との間の受
信経路を制御することをさらに含み、一方前記ミラーモジュールが前記第2の性能測定値
を決定する、請求項16に記載の回路。
【請求項１８】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第2の受信信号を復調するための前
記手段により提供される通信上の影響に基づいて選択される時間において、前記第2のア
ンテナと前記第1のプロトコルに従う信号を受信するための前記第2の受信信号を復調する
ための前記手段との間の前記受信経路を制御することをさらに含む、請求項17に記載の回
路。
【請求項１９】
　前記ミラーモジュールが、さらに、無線アクセス技術間ハンドオーバについての測定を
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実現するためである、請求項16に記載の回路。
【請求項２０】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第1の性能測定値を閾値と比較する
ことと、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であると決定した後、前記ミラーモジュー
ルに前記第2の性能測定値を決定させることと、前記第2の性能測定値が前記第1の性能測
定値よりも大きいときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信信号のいずれが前記第1の
アンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるかの前記スイッチングを引き起
こすこととをさらに含む、請求項16に記載の回路。
【請求項２１】
　ワイヤレス端末中で使用するための回路であって、前記ワイヤレス端末が、第1のアン
テナを使用する第1の受信信号および第2の受信アンテナを使用する第2の受信信号を受信
することと、前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナ
を使用する前記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能であり、前記回
路が、
　第1のプロトコルに従う前記第1の受信信号を復調し、前記第1のプロトコルに従う前記
第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するための手段であって、前記第
1の受信信号を復調するための前記手段が、前記第1のプロトコルに従う前記第2の受信信
号を復調することの第2の性能測定値を決定するように動作可能なサーチモジュールを備
える、手段と、
　第2のプロトコルに従う前記第2の受信信号を復調するための手段と、
　前記サーチモジュールに前記第2の性能測定値を決定させること、および前記第2の性能
測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信
信号のいずれが前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるかのス
イッチングを引き起こすことを含む前記ワイヤレス端末の動作を制御するための手段と
を備える、回路。
【請求項２２】
　前記第2の受信信号のサンプルを記憶し、前記第2の性能測定値を決定することに使用す
るため、前記記憶されたサンプルを前記サーチモジュールに供給するように構成されるサ
ンプルバッファをさらに備える、請求項21に記載の回路。
【請求項２３】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第2のアンテナと前記第1のプロトコ
ルに従う信号を受信するための前記第2の受信信号を復調するための前記手段との間の受
信経路を制御することをさらに含み、一方前記サンプルバッファが前記第2の受信信号の
前記サンプルを記憶する、請求項22に記載の回路。
【請求項２４】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第2の受信信号を復調するための前
記手段により提供される通信上の影響に基づいて選択される時間において、前記第2のア
ンテナと前記第1のプロトコルに従う信号を受信するための前記第2の受信信号を復調する
ための前記手段との間の前記受信経路を制御することをさらに含む、請求項23に記載の回
路。
【請求項２５】
　前記サーチモジュールが、現在は前記ワイヤレス端末をサービスしていない基地局から
受信された信号を評価するようにさらに構成される、請求項21に記載の回路。
【請求項２６】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御することが、前記第1の性能測定値を閾値と比較する
ことと、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であると決定した後、前記サーチモジュー
ルに前記第2の性能測定値を決定させることと、前記第2の性能測定値が前記第1の性能測
定値よりも大きいときに、前記第1の受信信号と前記第2の受信信号のいずれが前記第1の
アンテナおよび前記第2のアンテナを使用して受信されるかの前記スイッチングを引き起
こすこととをさらに含む、請求項21に記載の回路。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、2つの無線を備えるワ
イヤレス端末中のアンテナ選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たとえばモバイルフォンといったワイヤレス端末は、複数の無線および複数のアンテナ
を含むことができる。アンテナとの間の通信チャネルは、大幅に異なる場合がある。たと
えば、ユーザがモバイルフォンを保持するとき、一方のアンテナはユーザの手によりブロ
ックされ得るが、他方のアンテナは実質的にオープンである。モバイルフォンがブロック
されたアンテナを通信のために使用すると、ブロックされないアンテナが使用されるとき
と比べて、たとえば、10～30dBの減衰となる可能性がある。したがって、ワイヤレス端末
は、使用されるアンテナをブロックされるアンテナから離してスイッチングすることによ
り、性能を改善することができる。
【０００３】
　ワイヤレス端末は、たとえば、dual-SIM, dual-active(DSDA)またはsimultaneous voic
e and long term evolution(SVLTE)システムといった2つのプロトコルについて、同時通
信を提供することもできる。プロトコルの各々は、無線のうちの特定の1つにより処理す
ることができる。プロトコルについての通信チャネルは、アンテナのうちの1つの割当て
が両方のプロトコルについて信頼性のある通信を提供するが、アンテナがスイッチングさ
れると、プロトコルのうちの1つについて信頼性のある通信が得られないというような形
で、(たとえば、それぞれの基地局への距離に応じて)異なる場合がある。
【０００４】
　アンテナ選択は、無線の性能が劣化することを検出し、次いでアンテナをスイッチング
することによって実施することができる。しかし、異なるアンテナへのスイッチングが、
改善された性能をもたらさない可能性がある。加えて、ワイヤレス端末への通信は、アン
テナがスイッチングされるときに中断される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　2つの無線を備える無線受信器中のアンテナ選択を実施するシステムおよび方法が提供
される。アンテナ選択システムおよび方法は、たとえば、モバイルフォンなどのワイヤレ
ス端末中で使用することができる。開示されるアンテナ選択は、改善された性能を実現す
ることができる。
【０００６】
　1つの態様では、第1のアンテナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用す
る第2の受信信号を受信することと、第2のアンテナを使用する第1の受信信号および第1の
アンテナを使用する第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能なワイヤレ
ス端末中で使用するための回路が提供される。回路は、第1のプロトコルに従う第1の受信
信号を復調し、第1のプロトコルに従う第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値
を決定するように構成される、第1のモデムモジュールと、第2のプロトコルに従う第2の
受信信号を復調するように構成される、第2のモデムモジュールであって、第1のプロトコ
ルに従う第2の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するように動作可能なミ
ラーモジュールを備える、第2のモデムモジュールと、ミラーモジュールに第2の性能測定
値を決定させ、第1の性能測定値および第2の性能測定値が、第1のモデムモジュール中の
第1の受信信号を復調する性能をスイッチングが改善するようなものであるときに、第1の
受信信号と第2の受信信号のいずれが第1のアンテナおよび第2のアンテナを使用して受信
されるかのスイッチングを引き起こすように構成される制御モジュールとを備える。
【０００７】
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　1つの態様では、第1のアンテナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用す
る第2の受信信号を受信することと、第2のアンテナを使用する第1の受信信号および第1の
アンテナを使用する第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能なワイヤレ
ス端末中で使用するための回路が提供される。回路は、第1のプロトコルに従う第1の受信
信号を復調し、第1のプロトコルに従う第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値
を決定するように構成される、第1のモデムモジュールであって、第1のプロトコルに従う
第2の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するように動作可能なサーチモジ
ュールを備える、第1のモデムモジュールと、第2のプロトコルに従う第2の受信信号を復
調するように構成される、第2のモデムモジュールと、サーチモジュールに第2の性能測定
値を決定させ、第1の性能測定値および第2の性能測定値が、第1のモデムモジュール中の
第1の受信信号を復調する性能をスイッチングが改善するようなものであるときに、第1の
受信信号と第2の受信信号のいずれが第1のアンテナおよび第2のアンテナを使用して受信
されるかのスイッチングを引き起こすように構成される、制御モジュールとを備える。
【０００８】
　1つの態様では、第1のモデムモジュールおよび第2のモデムモジュールを含むワイヤレ
ス端末中のアンテナスイッチングを制御するための方法であって、第1のモデムモジュー
ルが第1のアンテナまたは第2のアンテナを使用して受信された信号を復調するように動作
可能であり、第2のモデムモジュールが第1のアンテナまたは第2のアンテナのうちの他方
を使用して受信された信号を復調するように動作可能である、方法が提供される。方法は
、第1のモデムモジュールを使用して、第1のアンテナを使用して受信された信号を復調す
るステップであって、第1のプロトコルに従って実施されるステップと、第1のアンテナを
使用して受信された信号を復調するステップの第1の性能測定値を決定するステップと、
第2のモデムモジュールを使用して、第2のアンテナを使用して受信された信号を復調する
ステップであって、第2のプロトコルに従って実施されるステップと、第2のアンテナを使
用して受信された信号を復調するステップの第2の性能測定値を決定するステップであっ
て、第2の性能測定値が、第1のプロトコルに従って実施された復調するステップについて
である、ステップと、第2の性能測定値が第1の性能測定値よりも大きいかどうかを決定す
るステップと、第2の性能測定値が第1の性能測定値よりも大きい場合、第2のアンテナを
使用して受信された信号を復調するように第1のモデムモジュールをスイッチングするス
テップとを含む。
【０００９】
　1つの態様では、第1のアンテナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用す
る第2の受信信号を受信することと、第2のアンテナを使用する第1の受信信号および第1の
アンテナを使用する第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能なワイヤレ
ス端末中で使用するための回路が提供される。回路は、第1のプロトコルに従う第1の受信
信号を復調し、第1のプロトコルに従う第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値
を決定するための手段と、第2のプロトコルに従う第2の受信信号を復調するための手段で
あって、第1のプロトコルに従う第2の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定
するためのミラーモジュールを備える、手段と、ミラーモジュールに第2の性能測定値を
決定させること、および第2の性能測定値が第1の性能測定値よりも大きいときに、第1の
受信信号と第2の受信信号のいずれが第1のアンテナおよび第2のアンテナを使用して受信
されるかのスイッチングを引き起こすことを含むワイヤレス端末の動作を制御するための
手段とを備える。
【００１０】
　1つの態様では、第1のアンテナを使用する第1の受信信号および第2のアンテナを使用す
る第2の受信信号を受信することと、第2のアンテナを使用する第1の受信信号および第1の
アンテナを使用する第2の受信信号を受信することとの間でスイッチング可能なワイヤレ
ス端末中で使用するための回路が提供される。回路は、第1のプロトコルに従う第1の受信
信号を復調し、第1のプロトコルに従う第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値
を決定するための手段であって、第1のプロトコルに従う第2の受信信号を復調することの
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第2の性能測定値を決定するように動作可能なサーチモジュールを備える手段と、第2のプ
ロトコルに従う第2の受信信号を復調するための手段と、サーチモジュールに第2の性能測
定値を決定させること、および第2の性能測定値が第1の性能測定値よりも大きいときに、
第1の受信信号と第2の受信信号のいずれが第1のアンテナおよび第2のアンテナを使用して
受信されるかのスイッチングを引き起こすことを含むワイヤレス端末の動作を制御するた
めの手段とを備える。
【００１１】
　本発明の他の特徴および利点は、本発明の態様を例として説明する以下の記載から明ら
かとなるであろう。
【００１２】
　本発明の詳細は、その構造および動作に関しての両方が、同様の参照番号が同様の部分
のことを指す添付図面の検討によって、部分的に情報を集めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の実施形態に従うワイヤレス端末の機能ブロック図である。
【図２】本開示の実施形態に従うデュアル無線デバイス中のアンテナ選択のためのプロセ
スのフローチャートである。
【図３】本開示の実施形態に従う別のワイヤレス端末の機能ブロック図である。
【図４】本開示の実施形態に従うデュアル無線デバイス中のアンテナ選択のための別のプ
ロセスのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図1は、本開示の実施形態に従うワイヤレス端末の機能ブロック図である。ワイヤレス
端末は、第1のアンテナ101および第2のアンテナ102を含む。第1のアンテナ101および第2
のアンテナ102は、無線周波数(RF)スイッチ105に結合される。図1の実施形態中のRFスイ
ッチ105は、2極双投スイッチである。たとえば、ワイヤレス端末により使用されるアンテ
ナの数および無線の数に応じて、他のタイプのスイッチを使用することもできる。代わり
のスイッチ位置およびスイッチのタイプを使用することもできる。RFスイッチ105は、第1
のアンテナ101を第1のデュプレクサ111に、また第2のアンテナ102を第2のデュプレクサ11
2に結合することができ、またはRFスイッチ105は、第1のアンテナ101を第2のデュプレク
サ112に、また第2のアンテナ102を第1のデュプレクサ111に結合するようにスイッチング
することができる。デュプレクサは、別個の送受信信号をアンテナに結合する。
【００１５】
　デュプレクサは、RF電力増幅器111、112から送信信号を受信する。RF電力増幅器は、RF
送信器回路135、136に結合される。RF送信器回路は、アップコンバージョンなど、ワイヤ
レス端末から信号を送信するための機能を提供する。デュプレクサは、受信信号をRF受信
器回路133、134に供給する。RF受信器回路は、ダウンコンバージョンなど、信号を受信す
るための機能を提供する。RF送信器回路およびRF受信器回路は、トランシーバモジュール
131、132によって実現することができる。
【００１６】
　RF受信器回路は、アナログデジタル変換器(ADC)161、162に信号を供給する。ADCにより
受信される信号は、たとえば、アンテナにより受信された信号に対応する、ベースバンド
または中間周波数(IF)信号であってよい。たとえばフィルタ、増幅器、およびオフセット
補正回路といった追加回路を、ADCとともに含むことができる。
【００１７】
　RF送信器回路は、デジタルアナログ変換器(DAC)163、164から信号を受信する。DACによ
り供給される信号は、たとえば、アンテナにより送信されるべき信号に対応する、ベース
バンドまたはIF信号であってよい。DACは、ワイヤレス端末から送信されるべき情報を送
信にとって好適な形式に変換する、モデムモジュール171、172からデジタル信号を受信す
る。送信されるべき情報の好適な形式への変換は、情報を変調することと呼ぶことができ
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る。
【００１８】
　モデムモジュール171、172の各々は、特定のプロトコル(または関係するプロトコル)を
使用して通信を提供するように動作可能であってよい。プロトコルは、特定の通信規格と
関連する場合がある。たとえば、第1のモデムモジュール171がGSM(登録商標)プロトコル
に従う通信を提供する場合があり、第2のモデムモジュール172がWCDMA(登録商標)プロト
コルに従う通信を提供する場合がある。
【００１９】
　ADCは、サンプルバッファ167、168を介してモデムモジュール171、172にデジタル信号
を提供する。サンプルバッファは、たとえば、モデムモジュールによるサンプルのブロッ
クの処理を容易にするために使用することができる。モデムモジュール171、172は、受信
信号中のデジタル情報を復元するように動作する。受信信号からのデジタル情報の復元は
、信号を復調することと呼ぶことができる。
【００２０】
　ワイヤレス端末のモジュールの動作は、制御モジュール191により制御することができ
る。制御モジュール191は、たとえば、ソフトウェア命令を実行するプログラム可能プロ
セッサであってよい。加えて、制御機能は、モジュールと組み合わせること、またはモジ
ュールにわたって分散することができる。ADC、DAC、サンプルバッファ、モデムモジュー
ル、および制御モジュールは、システムオンチップ160の中で、プロセッサなど他の回路
と組み合わせることができる。
【００２１】
　第2のモデムモジュール172は、ミラーモジュール182を含む。ミラーモジュール182は、
第1のモデムモジュール171により使用されるプロトコルに従って、受信信号を処理するこ
とができる。図1の実施形態の中に図示されないが、第1のモデムモジュール171は、第2の
モデムモジュール172により使用されるプロトコルに従って、受信信号を処理することが
できるミラーモジュールを含むこともできる。
【００２２】
　図2は、デュアル無線デバイス中のアンテナ選択のためのプロセスのフローチャートで
ある。プロセスは、たとえば、図1のワイヤレス端末によって実行することができる。具
体的な例を提供するため、プロセスは、図1のワイヤレス端末を参照して記載されること
になる。プロセスは、ミラーモジュール182を使用し、制御モジュール191により制御する
ことができる。
【００２３】
　第1のモデムモジュール171は、例示の実施形態中では、優先権を有する。他の実施形態
では、優先権は、第2のモデムモジュール172に与えられる場合がある。または、優先権は
動的に確立することができる。プロセスは、第1のモデムモジュール171が第1のアンテナ1
01に最初に結合される場合について記載することになる。したがって、第1のアンテナを
「主」、第2のアンテナを「代替」と呼ぶことになる。優先/第2のモデムモジュールと主/
代替アンテナの他の組合せが、同様の様式で動作する。
【００２４】
　図2のプロセスは、優先モデムの動作を改善するようにアンテナスイッチングを制御す
ることを試みる。プロセスは、たとえば100msごとに、周期的に実施することができる。
【００２５】
　ステップ210で、プロセスは、優先モデムの性能が閾値未満であるかどうかを決定する
。プロセスは、性能測定値として様々な計量を使用することができる。計量の組合せも使
用することができる。例示の計量としては、受信信号レベル、RXLEV(たとえば、GSM(登録
商標)について)、受信信号コード電力、RSCP(たとえば、WCDMA(登録商標)、CDMA 1x、ま
たはTD-SCDMAについて)、受信信号基準電力、RSRP(たとえば、LTEについて)、および受信
信号強度指数、RSSIが挙げられる。優先モデムの性能が閾値未満であるとき、プロセスは
ステップ220に進み、さもなければプロセスは戻る。閾値は、やや劣化した性能に対応す
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るレベルに設定することができる。閾値は、アンテナスイッチングをもたらしそうにない
測定を(たとえば、ステップ220で)実施することを回避するように設定することもできる
。ステップ210の性能測定は、優先モデムにより使用されるプロトコルに従う、優先モデ
ムにより受信された信号を復調することの性能測定値であると考えることができる。
【００２６】
　ステップ220で、プロセスは、アンテナスイッチングが実施される場合、優先モデムが
どのくらい良好に機能することになるのかを測定する。(たとえば、第2のRF受信器回路13
4といった)第2の受信経路は、第1のモデムモジュール171により使用されるプロトコルに
従う信号を受信するように、(既に構成されていない場合、)再構成される。たとえば、同
調器回路の中心周波数および帯域幅を再構成することができる。ミラーモジュール182は
、次いで、第1の(優先)モデムモジュール171のプロトコルについて、性能を測定すること
ができる。ミラーモジュール182が第2の(代替)アンテナ102を介して受信された信号を評
価するので、その性能測定値は、アンテナがスイッチングされた場合に、どのように優先
モデムが機能することになるのかの示度である。ミラーモジュール182は、無線アクセス
技術間(inter-RAT)ハンドオーバについての測定を実現するように使用することもできる
。さらに、アンテナスイッチングが実施される場合、優先モデムがどのように機能するこ
とになるのかをプロセスが測定する時間は、第2のモデムモジュール172により提供される
通信上の測定の影響を減少させるように選択することができる。ステップ220の性能測定
は、優先モデムにより使用されるプロトコルに従う、第2のモデムにより受信された信号
を復調することの性能測定値であると考えることができる。
【００２７】
　ステップ230で、プロセスは、優先モデムの性能が代替アンテナにスイッチングするこ
とにより改善されることになるかどうかを決定する。決定は、たとえば、第2のモデムモ
ジュール172のミラーモジュール182により行われる性能測定値を、第1のモデムモジュー
ル171により行われる対応する性能測定値と比較することによって行うことができる。比
較は、小さい測定値の差異がアンテナスイッチングをもたらさないように、オフセットを
含むことができる。アンテナをスイッチングすることにより性能が改善されることになる
とき、プロセスはステップ240に進み、さもなければプロセスは戻る。
【００２８】
　ステップ240で、プロセスは、優先モデムにより使用されるアンテナをスイッチングす
る。記載される例で、プロセスは、第1の(優先)モデムモジュール171が、第1の(主)アン
テナ101の使用から第2の(代替)アンテナ102の使用に変わるように、RFスイッチ105をスイ
ッチングすることができる。したがって、図2のプロセスは、優先モデムから代替アンテ
ナを使用するようにスイッチングする前に、優先モデムの性能が改善されることになるこ
とを決定する。
【００２９】
　予期される結果として得られる性能の評価後にスイッチングが実施されるので、ステッ
プ210で使用される閾値は、さもなければ使用される可能性があるものよりも高い性能レ
ベル用であってよい。したがって、性能は、やや劣化したサービスの場合に改善すること
ができる。さらに、性能を改善しないアンテナスイッチングにより引き起こされる通信の
中断が回避される。
【００３０】
　プロセスは、ステップを追加すること、省略すること、並べ替えること、変更すること
によって修正することができる。たとえば実施形態で、代替アンテナを使用する性能の評
価が主アンテナを使用する性能を考えることなく実施されるように、ステップ210を省略
することができる。
【００３１】
　図3は、本開示の実施形態に従う別のワイヤレス端末の機能ブロック図である。図3のワ
イヤレス端末は、図1のワイヤレス端末と同様であり、その機能要素は、別段の記載がな
い限り、図1に関して記載されたように動作する。したがって、記載は、2つのワイヤレス
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端末の差異に焦点を当てることになる。
【００３２】
　図3のワイヤレス端末は、第1のモデムモジュール171中にサーチモジュール183を含む。
サーチモジュール183は、代替アンテナからの信号を評価するために使用することができ
る。第2のサンプルバッファ168は、サーチモジュール183に保存されたサンプルのブロッ
クを提供することができる。保存されたサンプルのブロックは、代替アンテナを使用して
受信される。サーチモジュール183は、たとえば、現在はワイヤレス端末をサービスして
いない基地局からの信号といった、他の信号を評価するために使用することもできる。評
価の情報は、たとえば、ハンドオーバ決定で使用することができる。
【００３３】
　代替アンテナからの信号の評価は、アンテナがスイッチングされた場合、第1のモデム
モジュール171がどのくらい良好に機能すると予期されるのかについての性能測定値を提
供する。この性能測定値を、第1のモデムモジュール171の処理する受信信号からの対応す
る性能測定値と比較することによって、ワイヤレス端末は、予期される結果として得られ
る性能に基づいて、アンテナをスイッチングするかどうかを決定することができる。
【００３４】
　図4は、デュアル無線デバイス中のアンテナ選択のためのプロセスのフローチャートで
ある。プロセスは、たとえば、図3のワイヤレス端末によって実行することができる。具
体的な例を提供するため、プロセスは、図3のワイヤレス端末を参照して記載されること
になる。プロセスは図2のプロセスと同様であるが、図4のプロセスは、サーチモジュール
183を使用する。
【００３５】
　第1のモデムモジュール171は、例示の実施形態中では、優先権を有する。他の実施形態
では、優先権は、第2のモデムモジュール172に与えられる場合がある。優先権は動的に確
立することもできる。プロセスは、第1のモデムモジュール171が第1のアンテナ101に最初
に結合される場合について記載することになる。したがって、第1のアンテナを「主」、
第2のアンテナを「代替」と呼ぶことになる。優先/第2のモデムと主/代替アンテナの他の
組合せが、同様の様式で動作する。
【００３６】
　プロセスは、優先モデムの動作を改善するようにアンテナスイッチングを制御すること
を試みる。プロセスは、たとえば100msごとに、周期的に実施することができる。
【００３７】
　ステップ410で、プロセスは、優先モデムの性能が閾値未満であるかどうかを決定する
。様々な実施形態で、ステップ410は、図2のプロセスのステップ210と同じまたは同様で
ある。優先モデムの性能が閾値未満であるとき、プロセスはステップ421に進み、さもな
ければプロセスは戻る。
【００３８】
　ステップ421で、プロセスは、代替アンテナを使用して受信されたサンプルを集める。
サンプルは、第2のサンプルバッファ168の中に集めて記憶することができる。(たとえば
、第2のRF受信器回路134といった)第2の受信経路は、第1のモデムモジュール171により使
用されるプロトコルに従う信号を受信するように、(既に構成されていない場合、)再構成
される。たとえば、同調器回路の中心周波数および帯域幅を再構成することができる。第
2の受信経路を再構成することが第2のモデムモジュール172の動作と干渉する可能性があ
るが、再構成のタイミングは、第2のモデムモジュール172により提供される通信上の影響
を減少させるように選択することができる。たとえば、タイミングは、第2のモデムモジ
ュール172がスリープ状態であるとき、または何らかの失われたデータが自動的に回復さ
れるときであるように選択することができる。
【００３９】
　ステップ423で、プロセスは、ステップ421によって集められたサンプルを評価する。サ
ーチモジュール183は、第2のサンプルバッファ168からの記憶されたサンプルを受信する
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ことができる。サーチモジュール183は、集められたサンプルについて性能測定値を決定
する。サーチモジュール183が代替アンテナを介して受信された信号を評価するので、そ
の性能測定値は、アンテナがスイッチングされた場合に、どのくらい良好に優先モデムが
機能することになるのかの示度である。
【００４０】
　ステップ430で、プロセスは、優先モデムの性能が代替アンテナにスイッチングするこ
とにより改善されることになるかどうかを決定する。決定は、たとえば、サーチモジュー
ル183により行われる性能測定値を、第1の(優先)モデムモジュール171の受信処理により
行われる対応する性能測定値と比較することによって行うことができる。比較は、小さい
測定値の差異がアンテナスイッチングをもたらさないように、オフセットを含むことがで
きる。アンテナをスイッチングすることにより性能が改善されることになるとき、プロセ
スはステップ440に進み、さもなければプロセスは戻る。
【００４１】
　ステップ440で、プロセスは、優先モデムにより使用されるアンテナをスイッチングす
る。様々な実施形態で、ステップ440は、図2のプロセスのステップ240と同じまたは同様
である。
【００４２】
　予期される結果として得られる性能の評価後にスイッチングが実施されるので、ステッ
プ410で使用される閾値は、さもなければ使用される可能性があるものよりも高い性能レ
ベル用であってよい。したがって、性能は、やや劣化したサービスの場合に改善すること
ができる。さらに、性能を改善しないアンテナスイッチングにより引き起こされる通信の
中断が回避される。
【００４３】
　プロセスは、ステップを追加すること、省略すること、並べ替えること、変更すること
によって修正することができる。たとえば実施形態で、代替アンテナを使用する性能の評
価が、主アンテナを使用する性能を考えることなく実施されるように、ステップ410を省
略することができる。
【００４４】
　上に具体的な実施形態が記載されるが、異なる数のアンテナ、異なる数のモデム、また
は不一致した数のアンテナとモデムを備えるものを含む、多くの修正形態が可能である。
加えて、様々な実施形態の特徴は、上に記載されたものと異なる組合せで組み合わせるこ
とができる。
【００４５】
　当業者は、本明細書に開示された実施形態に関連して記載される様々な例示的なブロッ
クおよびモジュールが、様々な形式で実装できることを理解するであろう。いくつかのブ
ロックおよびモジュールは、上で、それらの機能性の点から一般的に記載されてきた。ど
のようにしてそのような機能性が実装されるのかは、全体システムに課された設計制約に
依存する。本明細書に開示された実施形態に関連して記載される様々なブロック、モジュ
ール、およびステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、または両方の
組合せとして実装できることが多い。当業者は、記載された機能性を、各具体的な応用の
ために様々なやり方で実装できるが、そのような実装の判断は、本発明の範囲からの逸脱
をもたらすと解釈されるべきでない。加えて、ブロック、モジュール、またはステップ内
への機能のグループ分けは、記載を容易にするためである。特定の機能またはステップは
、本発明から逸脱することなく、1つのモジュールまたはブロックから移動することがで
きる。
【００４６】
　本明細書に開示される例に関連して記載される様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、
フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラム可能論理デバイス
、ディスクリートゲートもしくはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア構
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成要素、または本明細書に記載された機能を実施するように設計されるそれらの任意の組
合せの中で、またはそれらを用いて実装することができる。本明細書に記載される実施形
態を実装する回路は、様々なトランジスタタイプ、ロジックファミリィ、および設計方法
論を使用して実現することができる。加えて、実施形態は、メモリ中に記憶された命令を
使用することができる。たとえば、プロセッサは、メモリから命令を読み取り、実行して
、様々な機能を実施することができる。メモリは、非一時的なコンピュータ可読媒体であ
ってよい。
【００４７】
　開示された実施形態の上の記載は、当業者が本発明を作るまたは使用することを可能に
するように提供される。これらの実施形態への様々な修正は、当業者には容易に明らかと
なるであろう。また、本明細書に記載された一般原理は、本発明の精神および範囲から逸
脱することなく他の実施形態に適用することができる。こうして、本明細書に提示された
記載および図面は、本発明の現在の好ましい実施形態を表しており、したがって本発明に
より幅広く企図される主題を代表することを理解されたい。本発明の範囲は、当業者には
明らかとなり得る他の実施形態を完全に包含し、本発明の範囲は、したがって、添付の請
求項以外には制限されないことをさらに理解されよう。
【符号の説明】
【００４８】
　　101　第1のアンテナ
　　102　第2のアンテナ
　　105　無線周波数(RF)スイッチ
　　111　第1のデュプレクサ、RF電力増幅器
　　112　第2のデュプレクサ、RF電力増幅器
　　131　トランシーバモジュール
　　132　トランシーバモジュール
　　133　RF受信器回路
　　134　RF受信器回路
　　135　RF送信器回路
　　136　RF送信器回路
　　160　システムオンチップ
　　161　アナログデジタル変換器(ADC)
　　162　アナログデジタル変換器(ADC)
　　163　デジタルアナログ変換器(DAC)
　　164　デジタルアナログ変換器(DAC)
　　167　サンプルバッファ
　　168　サンプルバッファ
　　171　モデムモジュール
　　172　モデムモジュール
　　182　ミラーモジュール
　　183　サーチモジュール
　　191　制御モジュール
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月1日(2016.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のアンテナを使用する第1のプロトコルに従い変調された第1の受信信号および第2の
アンテナを使用する第2のプロトコルに従い変調された第2の受信信号を受信することと、
前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使用する前
記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチングするための回路を備えるワイヤレ
ス端末であって、前記回路が、
　前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調するように構成される
第1のモデムモジュールであって、前記第1のアンテナを使用する前記第1のプロトコルに
従い変調された前記第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するようにさ
らに構成される、第1のモデムモジュールと、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するように構成される
、第2のモデムモジュールであって、前記第2のアンテナを使用して受信された前記第1の
プロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定
するように動作可能なミラーモジュールを備える、第2のモデムモジュールと、
　　前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の受信経路を制御して、前記
第2のモデムモジュールが、前記第2のアンテナを使用する前記第1のプロトコルに従い変
調された前記第1の受信信号を受信することを可能にし、
　　前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させ、
　　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中
の前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能をスイッチン
グが改善するようなものであるときに、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の
受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第2のプロトコルに従い変調され
た前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信されるように、前記第1のアン
テナと前記第2のアンテナの前記スイッチングを引き起こす
　ように構成される制御モジュールと
を備える、ワイヤレス端末。
【請求項２】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の前記
受信経路を制御して、前記第2のモデムモジュールにより提供される通信上の影響に基づ
いて選択される時間において、前記第1のプロトコルに従い変調された信号を受信するよ
うにさらに構成される、請求項1に記載のワイヤレス端末。
【請求項３】
　前記ミラーモジュールが、無線アクセス技術間ハンドオーバについての測定を実現する
ようにさらに構成される、請求項1に記載のワイヤレス端末。
【請求項４】
　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のプロトコルに従い変調
された前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチングが改善するようなものであ
るときを決定するため、前記制御モジュールが、
　前記第1の性能測定値を閾値と比較し、
　前記第1の性能測定値が前記閾値未満であることを決定した後、
　　前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させ、
　　前記第2の性能測定値を前記第1の性能測定値と比較し、
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　　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいとき、前記第1のプロトコ
ルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第
2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信
されるように、前記第1のアンテナと前記第2のアンテナの前記スイッチングを引き起こす
ようにさらに構成される、請求項1に記載のワイヤレス端末。
【請求項５】
　第1のアンテナを使用する第1のプロトコルに従い変調された第1の受信信号および第2の
アンテナを使用する第2のプロトコルに従い変調された第2の受信信号を受信することと、
前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使用する前
記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチングするための回路を備えるワイヤレ
ス端末であって、前記回路が、
　前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調するように構成される
第1のモデムモジュールであって、前記第1のアンテナを使用する前記第1のプロトコルに
従い変調された前記第1の受信信号を復調することの第1の性能測定値を決定するようにさ
らに構成され、前記第2のアンテナを使用して前記第1のプロトコルに従い変調された前記
第1の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するように動作可能なサーチモジ
ュールを備える、第1のモデムモジュールと、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するように構成される
、第2のモデムモジュールと、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号のサンプルを記憶するように
構成され、前記記憶されたサンプルを前記第2のモデムモジュールに供給するように構成
され、前記第2のモデムモジュールに結合されるサンプルバッファであって、前記第1のモ
デムモジュールの前記サーチモジュールが前記第2のモデムモジュールの前記サンプルバ
ッファに結合される、サンプルバッファと、
　　前記第2のモデムモジュールの前記サンプルバッファが、前記第2のアンテナを使用し
て受信された前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号のサンプルを記憶
するように、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の受信経路を制御し
て、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を受信し、
　　前記第1のモデムモジュールの前記サーチモジュールに、前記第2のモデムモジュール
の前記サンプルバッファからの前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号
のサンプルを受信させて、前記第2のアンテナを使用して受信された前記受信サンプルに
基づいて前記第2の性能測定値を決定させ、
　　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中
の前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能をスイッチン
グが改善するようなものであるときに、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の
受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第2のプロトコルに従い変調され
た前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信されるように、前記第1のアン
テナと前記第2のアンテナの前記スイッチングを引き起こす
　ように構成される制御モジュールと
を備える、ワイヤレス端末。
【請求項６】
　前記制御モジュールが、前記第2のアンテナと前記第2のモデムモジュールとの間の前記
受信経路を制御して、前記第2のモデムモジュールにより提供される通信上の影響に基づ
いて選択される時間において、前記第1のプロトコルに従い変調された信号を受信するよ
うにさらに構成される、請求項5に記載のワイヤレス端末。
【請求項７】
　前記サーチモジュールが、現在は前記ワイヤレス端末をサービスしていない基地局から
受信された信号を評価するようにさらに構成される、請求項5に記載のワイヤレス端末。
【請求項８】
　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中で
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前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチ
ングが改善するようなものであるときを決定するため、前記制御モジュールが、
　前記第1の性能測定値を閾値と比較し、
　前記第1の性能測定値が前記閾値未満であることを決定した後、
　　前記サーチモジュールに前記第2の性能測定値を決定させ、
　　前記第2の性能測定値を前記第1の性能測定値と比較し、
　　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいとき、前記第1のプロトコ
ルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第
2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信
されるように、前記第1のアンテナと前記第2のアンテナの前記スイッチングを引き起こす
ようにさらに構成される、請求項5に記載のワイヤレス端末。
【請求項９】
　ワイヤレス端末中のアンテナスイッチングを制御するための方法であって、
　前記ワイヤレス端末の第1のモデムモジュールによって、第1のアンテナを使用して受信
された第1のプロトコルに従い変調された第1の信号を復調するステップと、
　前記第1のモデムモジュールによって、前記第1のアンテナを使用して受信された前記第
1の信号を復調するステップの第1の性能測定値を決定するステップと、
　前記ワイヤレス端末の第2のモデムモジュールによって、第2のアンテナを使用して受信
された第2のプロトコルに従い変調された第2の信号を復調するステップと、
　前記ワイヤレス端末の制御モジュールによって、前記第2のアンテナと前記第2のモデム
モジュールとの間の受信経路を制御して、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1
の信号を受信するステップと、
　前記第2のモデムモジュールのミラーモジュールによって、前記第2のアンテナを使用し
て受信された前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の信号を復調するステップの
第2の性能測定値を決定するステップと、
　前記制御モジュールによって、前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大き
いかどうかを決定するステップと、
　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいことを決定するステップに応
答して、前記第1のモデムモジュールが前記第2のアンテナを使用して前記第1のプロトコ
ルに従い変調された前記第1の信号を受信するように、前記制御モジュールによって前記
第1のアンテナと前記第2のアンテナをスイッチングするステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記第1の性能測定値が閾値未満であることを決定するステップをさらに含み、前記第2
の性能測定値を決定するステップが、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であることを
決定するステップの後に実施される、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　第1のアンテナを使用する第1のプロトコルに従い変調された第1の受信信号および第2の
アンテナを使用する第2のプロトコルに従い変調された第2の受信信号を受信することと、
前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使用する前
記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチングするための回路を備えるワイヤレ
ス端末であって、前記回路が、
　前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調するための手段、およ
び前記第1のアンテナを使用して前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信
号を復調することの第1の性能測定値を決定するための手段と、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための手段であっ
て、前記第2のアンテナを使用して受信された前記第1のプロトコルに従い変調された前記
第1の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するためのミラーモジュールを備
える手段と、
　前記第2の受信信号を復調するための前記手段が、前記第2のアンテナを使用して前記第
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1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を受信することを可能にするために、
前記第2のアンテナと前記第2の受信信号を復調するための前記手段との間の受信経路を制
御するための手段、前記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させるための手
段、および前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいときに、前記第1の
プロトコルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され
、前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信されるように、前記第1のアン
テナと前記第2のアンテナのスイッチングを引き起こすための手段を含む、前記ワイヤレ
ス端末の動作を制御するための手段と
を備える、ワイヤレス端末。
【請求項１２】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御するための前記手段が、前記第2の受信信号を復調す
るための前記手段により提供される通信への影響に基づいて選択されるときに、前記第2
の受信信号を復調するための前記手段が前記第1のプロトコルに従い変調された信号を受
信することを可能にするために、前記第2のアンテナと前記第2の受信信号を復調するため
の前記手段との間の前記受信経路を制御するための手段をさらに含む、請求項11に記載の
ワイヤレス端末。
【請求項１３】
　前記ミラーモジュールが、無線アクセス技術間ハンドオーバについての測定を実現する
ようにさらに構成される、請求項11に記載のワイヤレス端末。
【請求項１４】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御するための前記手段が、前記第1の性能測定値を閾値
と比較するための手段と、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であると決定した後、前
記ミラーモジュールに前記第2の性能測定値を決定させるための手段と、前記第2の性能測
定値を前記第1の性能測定値と比較するための手段とをさらに含む、請求項11に記載のワ
イヤレス端末。
【請求項１５】
　第1のアンテナを使用する第1のプロトコルに従い変調された第1の受信信号および第2の
アンテナを使用する第2のプロトコルに従い変調された第2の受信信号を受信することと、
前記第2のアンテナを使用する前記第1の受信信号および前記第1のアンテナを使用する前
記第2の受信信号を受信することとの間でスイッチングするための回路を備えるワイヤレ
ス端末であって、前記回路が、
　前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調するための手段、およ
び前記第1のアンテナを使用して前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信
号を復調することの第1の性能測定値を決定するための手段であって、前記第1の受信信号
を復調するための前記手段が、前記第2のアンテナを使用し前記第1のプロトコルに従い変
調された前記第1の受信信号を復調することの第2の性能測定値を決定するように動作可能
なサーチモジュールを備える、手段と、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための手段と、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための前記手段に
結合され、前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号のサンプルを記憶し
、前記記憶されたサンプルを前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を
復調するための前記手段に供給するサンプルバッファであって、前記第1のプロトコルに
従い変調された前記第1の受信信号を復調するための前記手段の前記サーチモジュールが
、前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための前記手段の
前記サンプルバッファに結合される、サンプルバッファと、
　前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための前記手段の
前記サンプルバッファが、前記第2のアンテナを使用して受信された前記第1のプロトコル
に従い変調された前記第1の受信信号のサンプルを記憶するように、前記第1のプロトコル
に従い変調された前記第1の受信信号を受信するために、前記第2のアンテナと前記第2の
プロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための前記手段との間の受信



(19) JP 2016-530824 A 2016.9.29

経路を制御するための手段、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を
復調するための前記手段の前記サーチモジュールに、前記第2のプロトコルに従い変調さ
れた前記第2の受信信号を復調するための前記手段の前記サンプルバッファから、前記第1
のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号のサンプルを受信させ、前記第2のアン
テナを使用して受信された前記受信サンプルに基づいて前記第2の性能測定値を決定させ
るための手段、および前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいときに、
前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第2のアンテナを使用し
て受信され、前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号が前記第1のアン
テナを使用して受信されるように、前記第1のアンテナと前記第2のアンテナのスイッチン
グを引き起こすための手段を含む前記ワイヤレス端末の動作を制御するための手段と
を備える、ワイヤレス端末。
【請求項１６】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御するための前記手段が、前記第2の受信信号を復調す
るための前記手段により提供される通信上の影響に基づいて選択される時間において、前
記第2のアンテナと前記第1のプロトコルに従い変調された信号を受信するための前記第2
のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号を復調するための前記手段との間の前
記受信経路を制御するための手段をさらに含む、請求項15に記載のワイヤレス端末。
【請求項１７】
　前記サーチモジュールが、現在は前記ワイヤレス端末をサービスしていない基地局から
受信された信号を評価するようにさらに構成される、請求項15に記載のワイヤレス端末。
【請求項１８】
　前記ワイヤレス端末の動作を制御するための前記手段が、前記第1の性能測定値を閾値
と比較するための手段と、前記第1の性能測定値が前記閾値未満であると決定した後、前
記サーチモジュールに前記第2の性能測定値を決定させるための手段と、前記第2の性能測
定値を前記第1の性能測定値と比較するための手段とをさらに含む、請求項15に記載のワ
イヤレス端末。
【請求項１９】
　前記第2の性能測定値と前記第1の性能測定値の前記比較がオフセット未満であるとき、
前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第1のアンテナを使用し
て受信され、前記第2のプロトコルに従い変調された前記第2の受信信号が前記第2のアン
テナを使用して受信されるように、前記第1のアンテナと前記第2のアンテナでスイッチン
グが起きないように前記制御モジュールがさらに構成される、請求項4に記載のワイヤレ
ス端末。
【請求項２０】
　前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナに結合される無線周波数(RF)スイッチをさ
らに備え、
　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中の
前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチ
が改善するようなものであるときに、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受
信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第2のプロトコルに従い変調された
前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信されるように、前記RFスイッチを
制御するように前記制御モジュールが構成される、
請求項1に記載のワイヤレス端末。
【請求項２１】
　前記第2の性能測定値と前記第1の性能測定値の前記比較がオフセット未満であるとき、
前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号が前記第1のアンテナを使用し
て受信され、前記第2の受信信号が前記第2のアンテナを使用して受信されるように、前記
第1のアンテナと前記第2のアンテナでスイッチングが起きないように前記制御モジュール
がさらに構成される、請求項8に記載のワイヤレス端末。
【請求項２２】
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　前記第1のアンテナおよび前記第2のアンテナに結合される無線周波数(RF)スイッチをさ
らに備え、
　前記第1の性能測定値および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中の
前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチ
が改善するようなものであるときに、前記第1のプロトコルに従い変調された前記第1の受
信信号が前記第2のアンテナを使用して受信され、前記第2のプロトコルに従い変調された
前記第2の受信信号が前記第1のアンテナを使用して受信されるように、前記RFスイッチを
制御するように前記制御モジュールが構成される、
請求項8に記載のワイヤレス端末。
【請求項２３】
　前記第2の性能測定値が前記第1の性能測定値よりも大きいとき、前記第1の性能測定値
および前記第2の性能測定値が、前記第1のモデムモジュール中で前記第1のプロトコルに
従い変調された前記第1の受信信号を復調する性能を前記スイッチングが改善するような
ものである、請求項1に記載のワイヤレス端末。
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